
別表１　　平成２９年度ダイオキシン類に係る環境調査結果（総括表）

単位： 大気　pg-TEQ/m
3

水質　pg-TEQ/L

底質　pg-TEQ/g

土壌　pg-TEQ/g

全体 629 1,889 0 0.019 0.0033 0.32

( 680 ) ( 2,016 ) ( － ) ( 0.018 ) ( 0.0017 ) ( 0.32 )

大気 一般環境 481 1,446 0 0.018 0.0039 0.13

( 509 ) ( 1,484 ) ( － ) ( 0.018 ) ( 0.0017 ) ( 0.13 )

発生源周辺 124 367 0 0.022 0.0033 0.32

( 145 ) ( 451 ) ( － ) ( 0.021 ) ( 0.0033 ) ( 0.32 )

沿道 24 76 0 0.018 0.0071 0.051

( 26 ) ( 81 ) ( － ) ( 0.017 ) ( 0.0071 ) ( 0.051 )

公共用 全体 1,442 1,863 22 0.17 0.010 1.7

水域 河川 1,122 1,514 21 0.20 0.010 1.5

水質 湖沼 78 88 1 0.16 0.011 1.7

海域 242 261 0 0.074 0.010 0.85

公共用 全体 1,205 1,275 4 6.7 0.043 610

水域 河川 928 996 4 6.1 0.043 610

底質 湖沼 70 70 0 8.1 0.28 32

海域 207 209 0 8.7 0.090 89

地下水質 498 506 0 0.049 0.0071 0.66 1

土壌 合計 835 835 0 3.4 0 150

一般環境把握調査 583 583 0 1.7 0 89

発生源周辺状況把握調査 252 252 0 7.2 0 150

注１：

注２：

注３：
　　　

注４：

注５：

注６：

地下水質については、このほかに汚染井戸周辺地区調査（２地点、２検体）及び継続監視調査（13地点、14検体）が
実施された。

土壌については、簡易測定法による８地点８検体のデータは、平均値、濃度範囲の算出の対象外である。
土壌については、このほかに対象地状況把握調査(１区域１地点、１検体)及び継続モニタリング調査(７区域11地点、
11検体)が実施された。
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平均値、最小値及び最大値は、各地点の年間平均値の平均値、最小値及び最大値である。

毒性等量の算出には、WHO-TEF(2006)を用いている。

大気については、環境省の定点調査結果及び大気汚染防止法政令市が独自に実施した調査結果を含む。
なお、下段（　）内は全調査地点の数値である。

公共用水域の環境基準超過地点数については、各地点の年間平均値が環境基準値を超過した地点数である。
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